
「春エリアスタディーズ:ハワイコース」
を実施しました！
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【現地学習実施期間】：2023年2月26日～3月7日（8泊10日）
【科 目 名】：キャリア創生共通科目 エリアスタディーズⅦ（2単位）
【参加学生】：甲南生15名
【内 容】 本学の協定校であるハワイ大学マノア校にて、「ハワイのローカルな文化・歴史・
SDGsを学ぼう！」をテーマにエリアスタディーズを開講しました。ハワイというと観光地というイ
メージが強いですが、海のプラスチックごみ問題、海面上昇といった環境保護を考える観点から
も学ぶべき事が多い島です。
フィールドワークではビーチクリーニングなどを体験。実際にハワイの砂浜に打ち上げられる細か
なプラスチックごみを目の当たりにして、環境問題は他人事ではないと実感できる機会となりま
した。
また、ハワイ大学では英語でハワイの文化・歴史の講義を受講し、ハワイ大学生との交流にも
積極的にチャレンジ。ハワイ大学の寮に滞在し、現地での生活を身近に感じながら、ハワイの
人々の温かさや優しさに触れることができた充実したプログラムとなりました。

４月24日(月)に実施！詳しくは後日HPで公開します。夏期エリアスタディーズ募集説明会

参加学生の声

甲南大学国際交流センター
（岡本キャンパス２号館１階）

TEL：078-452-1641  FAX : 078-435-2577
Email: kiec@adm.konan-u.ac.jpお問合せ

☑大学で椅子に座って学んでいるだけでは世界の環境問題の深刻さは実感できないが、現地でボランティア

活動などに参加したことで環境問題について深く考えるようになり、SDGsの大切さを実感するようになった。

☑現地で得たたくさんの環境問題に関する知識をまちづくりの仕事で活かし、人と自然のバランスを意識した

取り組みを行っていきたいです。

☑英語を使わなければ伝わらない環境の中、常に考えながら会話をしていたことで思考力が高まったため、

参加して良かったと思う。

☑ハワイで異文化に触れたことから、もっと異なる文化を持つ人と交流してみたいと思った。

ダイヤモンドヘッドに登頂

ビーチクリーニングを体験

ハワイの文化・歴史について学ぶ


